
延辺朝鮮語のア クセ ン トに関す る考察

朴 永梅

1.は じめ に

1.1.延 辺 朝鮮 語2の 定義

 中華人民共和国(主 に東北の遼寧 、吉林、黒龍江三省)に は約186万 人の朝

鮮族が暮 らしている。その うちお よそ半数に相当す る約82万 人が吉林省にある

延辺朝鮮族 自治州(以 下、延辺 とい う)で 生活 してい る。

 延辺にお ける朝鮮語 の主要方言は北朝鮮 の成鏡道方言 が基礎 になっている。

従つて、本文でい う延辺朝鮮語 とは こういった基礎方言 が1世 紀 にわたつて朝

鮮 半島の朝鮮 語か ら離れ 、その内的な変化 と外的な影 響 を経て成 立 した今 口延

辺 で通用 してい ることばを指す。

1.2.研 究 の 目 的

 この半世紀 、中国で話 されている朝鮮語は絶 え間な く中国語 と接触 してきた。

それ と同時 に北朝鮮 の朝鮮語の影響を受 けてきたが、韓 中国交正常化 以来、韓

国語の影響 が強 くなっている。

 この言語 に関す る先行研究は少 なく、特にア クセ ン トについてのま とまった

研究は皆無 に等 しい。本論文では、成鏡道方言のアクセ ン ト研 究 と対 照 しなが

ら、共時的 な観 点か ら、延辺朝鮮語のアクセ ン トは どの よ うな様相 を呈 してい

るかについ て述べ る。 さらに、複合名詞のアクセ ン ト規 則や借用語へ のアクセ

ン ト付与 を考察 に加 えることによって、延辺朝鮮語のア クセ ン トのdefault型 を

明 らかにす るこ とを試み る。

1本 稿 は、筆者が2000年 に提出 した修士論文の一部 と、第120回 日本言語学会(2000

年)に ての 口頭発表に、修正 を加 えた もので ある。
2延 辺朝鮮語の音素 目録1(梅 田1993に よる)。 この音素記号で本文の語例を表記する。

c: p t c   k h

ph  th  Ch S  kh

p' t'  c' s' k'

m n  「   η

SV:

V:

J        w

i     主     u

e   a     o

 E    a

中国で話 されている朝鮮語は中国語 との接触により、例の64cな どのように、朝鮮語に

はもともとなかった音素削が取 り入れ られている。
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1.3.先 行研究

1)延 辺朝鮮語のア クセ ン ト研究において、直接参考 になるもの としては、梅

田(1993)が ある。 この 中では、「延辺朝鮮語(成 鏡道方言)に は高低 アクセ ン

トの音韻対立が ある」 とい うこ とと 「n音 節の形式 につ いてはn十1種 類のア

クセ ン トの区別が あるとい うことになる。」(p.134)と い うことが言及 され てい

るが、それ以上の詳 しい記述はない。

2)福 井(1999)に も中国の朝鮮語 と威鏡道方言 との結びつ きにっいての短い

記述 があるが、これはRamsey(1978)を もとに してい るもの と思われ る。

3)全(1986)と 全(1988)は 、中世で使 われていた語彙項 目が延 吉(延 辺首

府)で 話 され てい る朝鮮語において、断片的にどの よ うに高低(ピ ッチ)に 対

応す るのか調べ ることに よって、 中世朝鮮語の傍点 の本質 を辿 ろ うとした もの

であ り、本論 が扱 う問題に直接 な関係はない。

2.延 辺朝鮮語のアクセ ン ト

 延 辺 朝 鮮 語 のア クセ ン ト体 系 は ピ ッチ ア クセ ン トで あ り、1つ の韻 律 単位 に

お い て 、1つ の卓 立(prominence)が 与 え られ る。 このア クセ ン トは意味 の弁

別 に 関与 す る。

 ア ク セ ン トパ タ ー ン に お い て 、 ア ク セ ン トの な い 平 板 型(unaccented

pattern)が 観 察 され るが 、それ が2音 節 以上 で あ る場合 、そ の音 声 的 な実現 は

[L_LL】 で はな く、[L_LH]で あ る。 即 ち、 ア クセ ン トパ ター ン03_○ ○ と○

_○ ○ との音声的な実現は同 じく[L_LHIと なる。語 の独立形 の音声的な韻律パ

タ ー ン が 同 じで あ つ て も、 そ の音韻 的 な ア クセ ン トパ ター ン は助 詞 な どをつ け

て ピ ッチ を観 察 す る と後 述す る よ うにア クセ ン トパ ター ン の違 い が認 め られ る。

2.1.Minimal Pairの 例

1) a. /s{ca勾/ 「市場」  b. /sic動/ 「今 」

【6id3ar}】                 【gid3a可]

ii          ii

HL            LH

2)a. /ucas/ 「わ ざ と」 b. /ucas/ 「友 情」

     [ud3ax〕]                 [ud30P】

      ii          ii

     HL            LH

30で 音節 を、 でアクセン トを示す。語幹と助詞、語尾はハイフンで隔ててある。〃は基

底形、[]は 表層形を示す。
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2.2.体 言 の ア クセ ン トパ ター ン

ア) 1音 節 体言 のア クセ ン トパ ター ン

1音 節体言のアクセ ン トには○ と○ とい う2つ のパ ターンが見 られる。

    0            0

3)a. /m疵―i/ 「話 が」  b. /mari/ 「馬 が 」

    [mari]                       【mari]

目            ―l

HL            LH

イ) 2音 節体言 のア クセ ン トパ ターン

 2音 節 体言 のア クセ ン トには○○、○○、○○ とい う3つ のパターンが見 ら

れ る。 ただ し、○○型 と○○型 は体言が単独で現れ る場合、 同 じく[LH]で 実現

され るため、それ らを弁別す るには助詞のついた状態で観察 す る必要 がある。

それは3音 節以上 の体言 においても同様 である。

4)a.

 ・ ・

/kamE-ka/

[kamgga]

iii

HLL

       00        00

「っむじが」b./kame-ka/「 鍋が 」 c./kasir-i/

[kamega]       [kasiri]

 目 【       ll―

 LHL        LLH

c£  /kask/

   [kas垂1]

目
m

ウ) 3音 節体言のアクセ ン トパターン

            ノ                '

「秋 が 」

「秋 」

3音 節体言においては、000、 ○○○、○○○、○○○ とい う4っ のパタ

一 ンが見 られ る
。

5)    000      000 000      000
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aJtok'spi-ka/

[tok'ebiga]

! 目l

H LLL

「お 亭まけ が 」

b.ノapai'ka/

[abaiga]

1旧

LHLL

「お祖父 さんが」

c.乃 ぐakk,urε ・ka/

[k'akk'urega]

 [ ロ ―

 L LHL

 「け ち が 」

d./kamutan・i/

Gcamudanil

Il目

L LLH

   「歌舞 団が」

cf. /kamutan/

[kamudan]

 iii

 LLH

「歌 舞 団 」'

エ) 4音 節体言 のア クセ ン トパ ター ン

 4音 節体言 にお いて は、○○○○、○○○○、0000、 ○○○○、○○○

○ とい う5つ のパ ター ンが見 られ る。

  0000  0000   0000 ○○○○ ○○○○

6)a./s僘paci・ka/b/khil('疚t'ari-ka/c./kekur疚ci・ka/ d./satunpoki-ka/e/inminkoUwonツ

(6iabad3iga]

1口 目

HLLLL

「夫 の 父 が 」

口(h丑('akt'ariga]  B【sguraktf'iga]

ll 目1  口I ll

LH LLL  LLHLL

「背の高い人が」 「蛙が」

[sad㎜bogigaH㎞iOgoηwa血]

目  1目   1[ 1 ―l

LLLHL  LLLLH

「婚約式が」  「人民公園が」

cf./inmiril(oηwgn/

 [immiηgogwonl

 I 目  I

 L LL H

 「人 民 公 園 」

オ)1.ア クセ ン トの保 持 と脱落

 単音節 助 詞 に は 、ア クセ ン トを持つ もの と持 た な い ものが あ る と考 え られ る。

例 えば 、ア クセ ン トを持 つ もの と しては/・e/「に 、へ 」、/・eke/「 に」 な ど、ア ク

セ ン トを持 た な い もの と して は、/・i/、/―ka/「が」、/-gir/、/-rir/「を」 な どの よ う

な ものが 挙 げ られ る。

 一般的に、体言語幹にアクセン トがある場合、語幹 のア クセ ン トが保持 され、

後続要素のア クセ ン トは脱落する。体言語幹にアクセ ン トがない場合 は、後続

要素のアクセ ン トが保持 され る。 しか し、一群 の助詞/・k'eso/「主格助詞の尊敬
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語 」 また 「か ら」、/・e/「に 、へ」、/・eke/「に」 な どに よっ て 、語 幹 の ア クセ ン ト

が脱 落す る現 象 が観 察 され る。

7)a./pom・i/ 「春 が」         b./pom―6/ 「春iに 」

[pomi]                [porne]

 i i              ii
H L                LH

8)a./cip・i/ 「家が」        b./cip・�/ 「家 に」

  [tfibi]          [tfibe]

   ii               ii

  LH                 LH

カ)助 詞 が2つ 以 上体 言 語 幹 につ くと、一般 的 に、語 幹 に ア クセ ン トの あ る場

合 は後続 要 素 の ア クセ ン トが脱 落 す る(例9)。 なお 、一 群 の 助 詞 に よる語 幹 ア

クセ ン トの脱 落 が観 察 され る(例11)。 語幹 にア クセ ン トが な い場 合 は 、語 幹 に

もっ とも近 い 助詞 の ア クセ ン トが保 持 され 、そ の他 の助詞 の ア クセ ン トは 脱 落

す る(例10)。

9) /hakkj��sa-puth�/ 「学校(に)か ら」

[hakk'joesabutha]

1 田 目

L HLLLL

1 0) /cip-esa-putha/

[tfibesabutha]

 口lll

LHLLL

1 1) ノap疂°k'     ,駸a-putha/

  /abaik'esabutha】

   iiiiiii

  I.LLHLLL

「家(で)か ら」

「お祖 父 さん(尊 敬)か ら」

2.3.用 言 のア クセ ン トパ ター ン

ア) 用言 語 幹 が1音 節 で あ る場 合 、○ と○ との2つ のパ ター ン が見 られ る。

0                 0
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12)a./s'瘉黎a/

[s'ada]

ii

HL

c. /s'a-ku/

  [s'agu]

ii

HL

e. /s'a-asa/

 [s'asa]

ii

HL

「包 む 」

「包 んで」

「包 ん で」

b./s'a-ta/

[s'ada]

 ii

LH

d./s'a―kuノ

 [s'agu]
ii

LH

£/s'a-asa/

 [s'ala]

ii

HL

「買 う 」

「買 つ て 」

「買 つ て」

 基本的 には、用言語幹 にア クセ ン トがある場合 は、語幹 のアクセ ン トが保持

され、後 続要素のアクセ ン トは脱落す る。用言語幹にアクセン トがない場合は、

後 続要素 のア クセ ン トが保持 され る。 しか し、上の例の よ うに、母音融合 によ

って、ア クセ ン トが1つ にま とまった り(12e)、 アクセ ン トのない語幹 とアク

セ ン トのあ る後続要素が融合 した りす ることがある(12f)。

 ま た 、使 役 、受 動 を表 す接 尾辞1/1/、/―u―/などの ア クセ ン トに よって 、語 幹 の

ア ク セ ン トが 消去 され る場合 もあ る。

13)a./ar―ta～ 「知 る」        b./ar-i-ta/ 「知 らせ る」

[aida]                           [allida]

ii               iii

HL                  LHL

語幹の音節数が増 えて も、アクセン トの保持 と脱落 にっいては、上述 したよ う

な傾 向は同様 である。

イ) 用言語幹 が2音 節 である場合 、○○、○○、○○ とい う3つ のパ ターン

   が見 られ る。

    ・ ・

14)a./mosi・ta/「 仕 え る 」

【mogida】

 iii

 HLL

  ・ ・

b./katu-ta/「 片 づ け る 」

[koduda]

 ロ ―

LHL

  ・ ・

c./mukop・ta/「 重 い 」

Gnugapta]

 iii

 LLH
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ウ)用 言 が3音 節 で あ る場 合 、○ ○ ○ 、○ ○ ○、 ○○ ○ 、 ○ ○ ○ とい う4つ の

パ ター ンが見 られる。

     ○○○

15)a/k'apuri・ta/

jk'aburida]

 1 口l

 HLLL

「ふ ざ け る」

OOO

b./nLasat{r"ta/

[nasadilda]

 1口1

LHLL

「近 づ く」

○○○

c/k,atikcha-ta/

[k'ad招(1∫hada]

ii i

LL HL

「満 杯 にな る 」

○○○

d加kp'ar… ・ta/

[jakp'arida]

I l目

L  LLH

「手早 く」

ウ) 用言語幹が4音 節 で場合、次のよ うな5つ のパター ンが観 察 され る。

○000

16)a./k盆amεkhi-t{V

[kigamekhida)

i 口  目

HLL LL

「あきれ返 る」

OOOO

d./hott'orkari-taJ

(hott'olgarida]

1 1目l

LLLHL

「軽はずみだ」

2.4.ピ ッチ付 与規 則

○○00

b/muth茎rteri・taノ

丘nuth丑lderida]

 i  iii

LHLLL

「無 愛想 な」

OOOO

e./cecspuri-hata/

[tfstfsburifiada]

 目1―il

LLLLLH

「糸田力・い 」

0000

c./mik'aOSEOP'ta/

[mik'aos壬rgpta]

lil口

L L且LL

「憎 た らしい」

 語(ま た体言+助 詞 、用言+語 尾)に おいて、アクセン トを担 う音節 は高調

(H)で 実現 され る。その他の音節は低調(L)に なる。ア クセ ン トがない場合

は、最終音節 のみが高調 になる。
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アクセン トパターン

1音 節 2音 節 3音 節 4音 節

0

0

00   000 0000

00   000 0000

ピッチパターン

1音 節 2音 節  3音 節 4音 節

H

L

HL

LH

HLL  HLLL

LHL  LHLL

00   000 0000

000 0000

          ○○00

2.5.成 鏡 道方 言(Ramsey 1978)と の対 照

LH LLH  LLHL

LLH  LLLH

LLLH

 延辺朝鮮 語のアクセン トとRamseyの 威鏡道方言 のア クセ ン トと対照 してみ

る と、ピ ッチパ ターンにおいて相違がある。Ramseyの 表層 ピッチパター ンには

高調(H)の 連続 も低調(L)の 連続 も見 られ るが、延辺朝鮮 語には高調(H)

の連続 は観 察 され ない。

3.複 合名 詞のアクセン ト規則

複合名詞 は一語 としての音韻構造を持つ。す なわ ち、全体 で1つ のア クセ ン

トパ ター ンを示す。

3.1.延 辺朝鮮語の複合名詞 のアクセン ト規則

 左側の要素4の アクセ ン トは消去 され 、右側の要素 のアクセ ン トは保持 されて

そ の複合名 詞 のアクセン トとして働 く。す なわち、右 に構成 要素 が幾つきて も、

最 も右側 の要素のアクセン トが保持 され る。 その要素が無 アクセ ン トの平板型

であれば、そ の複合名詞 も全体 として平板型を とる。

 この複合名詞 のアクセン ト規則は、次の よ うに、45個 の複合パ ター ンな ど

をも とに、ま とめたものである。

17)O+O

/jak/+/pari/

[jak]+[paxa]

i i

H  L

「薬 」 「部 屋 」

18) O+O

/kh・0/+/mur/

[kh・η]+㎞ul]

i  i

L  H

「豆 」 「水 」

19)O+O

/p疳/+/thOlj/

[pap]+[thon]

i  i

H   H

「ご 飯 」 「箱 」

20)O+O

/mar/+/t'oη/

[lnal]十[t,0η]

i i

L  L

「馬 」 「糞 」

4朝 鮮語の複合名詞は 日本語 と同じく(意 味上)非 主要部+主 要部 とい う語順 をとる。
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cf. /pao層y

[part�)

目

LH

「部 屋 が 」

りakpag/「 薬 屋 さん 」

[jakp'aη 」

i i

LH

cf.なakp町i/

 [jakp'aoi]

i ii

LLH

「薬 屋 さんが 」

   !     1

21)0+00

/t'ak/+/cassi/

[t,ak]十[q「aηgi】

1  目

H  HL

「も ち」 「商 人 」

/t'。kcaηsi/

[t'gk可'aη 副

1 11

L HL

「も ち 売 り」

バ(hOP▽

【khoηi】

口

LH

「豆が」

塩h・胆 丘r/「 豆 乳 」

[kh・脚u1]

i i

L H

/p6pth(50/ 「弁 当箱 」

[papthoη]

i i

L H

22) 0+00

/ch面+/k・p6勾/

[chεk}+[kabar�)

【 口

H  LH

「本 」  「か ばん」

/ch6kkap改}/

[chekk'abar]

 1目

 LLH

「本入 り用かばん」

/mari/、/t'oη 圃i/

[mari], (t'odi]

ll  ll

LH  LH

「馬 が 」 「糞 が 」

/mart'oη/「 馬 糞 」

[malt'・0】

i i

L H

/mart,OB'i/

[malt,0ηi】

1 目

LLH

「馬 糞 が 」

 !

23)0+00

/ar/+/sotrom/

[al]+[sogom]

1 目

H  LH

「粒 」 「塩 」

cf./sokom-i/

  [sogomi]
1口

LLH

「塩が」

/arsokom/

【als・9・m]

目 l

LL H

「粒塩」

cf./arsokom-i/

 [alsogomi]

  illi
LLLH

「粒塩が」
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24)0+00

/k'・ch/+/c60si/

口('ot]+[t∫a夏 〕gi]

 l lI

 L  HL

「花」 「商人」

cf./k'och・i/

 [kl,Oifh11
 i i

L H

「花 が 」

/k'・chc巨osy

[k'呵'aりGi]

i ii

L HL

「花 売 り」

27) 0十 〇〇〇

/mur/+/tok'epi/

[mul]+[tok'ebi]

 l lII

H  HLL

「水 」  「お 化 け 」

/murtok'epi/

(muldok'sbi]

 iiii

LHLL

「水 中 お 化 け 」

25)0+00

/kh・0/+/nam侔/

[kh・9】+[namul]

i  ii

L  LH

「豆」  「ナムル」

/kho靭 ・i/

[khoηi1

ii

L且

「豆 が 」

/kh・ηna謡/

lh・onamulj

i  i

L LH

「豆 もや し」

28)0十 〇〇〇

/cwi/十/menyri/

[tfwi]+[men垂ri】

l l日

H  LHL

「鼠 」 「嫁 」

/cwimeniri/

[tfwimeniri)

 iiii

LLHL

「ワ ラ ジ ム シ 」
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26)0+00

 /san/+/param/
 [san]+[param]
 i  ai

 L  LH

「山」 「風 」

/san-i//param-i/

[sani] [parami]

ii iii

LH LLH

「山 が 」 「風 が 」

/sanearam/

[samp'aram]

i ii
L LH

「山風」

cf./sanparam-i/

  [samp'arami]
i iii

L LLH

「山風 が 」

29)0十 〇 〇 〇

  /tor/+/tekari/

[tol]+[tEgari]

l l日

H  LLH

「石 」 「頭 」

/tortεkariノ

[toldegari]

 iiii

L LLH

「頭 の 悪 い 人 」



30)0十 〇〇〇

/fijan/+/jesuitan/

[fijan]+[j esuldan]

i  iii

H  LLH

「県 」  「芸 技 団 」

c�./jesurtan-i/

[jesuldani]

目 ll

LLLH

「芸 技 団 が 」

価0切esurtan/

陶 ・切esuldan】

1 目 I

LLLH

  「県 芸 技 団 」

cf   /hjanjesurtan-i/

[hjanjesuldani]

 l ll 目

LLLLH

「県芸技団が」

33)0十 〇〇〇

/sanノ 十/kosari/

[san]+[kosari]

1  臼l

L  LLH

「山」 「蕨」

cf.  /san一�/

  [sani]

ii

LH

「山 が 」

31)0十 〇〇〇

/sanノ+/tok'εpi/

[san]十[tok'ebi]

i iia

L  HLL

「μ」」   「お イヒ}ナ」

/santok'epi/

[sandok'sbi]

i I目

LHLL

「山にいるお化け」

34)0十 〇〇〇

/sai/+/kamutan/

[saxe]+[kamudan]

1 「 目

L  LLH

  「省 」 「歌 舞 団 」

/soη`i/

[s。gi]

ii

LH

「省 が 」

32)0十 〇〇〇

/san/+/tat縒ki/

[san]+[tadalgi]

i  iii

L  LHL

「山 」 「蔓 人 参 」

/san-i/

[sani]

 ii

LH

「山 が 」

/santatarki/

[sandadalgi]

} 目 l

LLHL

「山の蔓人参」

35)00+0

/kamutan-i/

[kamudani]

 iii

LLLH

「歌舞団が」

/irpan/+/s'ar/

[ilbar]+[s'al]

il  i

HL H

「日本 」 「米 」
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/sankosari/

[saggosari]

1目l

LLLH

仙 蕨」

36)00+0

 /mikuk/+/sur/

[miguk]+[sul]

 ii i

 HL L

「米国」  「酒」

cf.   /sur-i/

  [suri]

   ii

   LH

   「酒 が 」

/mikuksur/

[miguksul]

iii

LLH

「米 国 の 酒 」

cf./mikuksur-i/

[miguksuri]

 iiii

 LLLH

「米国の酒 が」

/sogkamutan/

【s9ηgamudanl

 iii

 LLLH

 「省 歌 舞 団 」

cf. /soηkamutan冒i/

  [saggamudani]

iiiii

LLLLH

「省 歌 舞 団 が 」

37)00+0

 /cupkuk/+/mar/

 [ゆ ηguk】+[mal]

i i  i

L H  H

「中 国 」 「こ とば 」

/cuηku㎞ar/

[t∫uりguηmal]

ii i

L LH

「中 国 語 」

一!82一

/irpans'ar/

[ilbans'al]

ii i

LL H

「日 本 の 米 」

38)00+0

/tanwi/+/cip/

[tanwi]+[tfip]

ii i

L H  L

「会社」 「家」

/cip-i/

[tfibi]

i

LH

「家 が 」

 '

/tanwicip/

[tanwid3ip]

i i i

L L H

 「社宅」

/tanwicip-i/

[tanwid3ibi]

【1目

L LLH

「社 宅 が 」



39)00+0

/s・k・m/+/th69/

[sogom]+[thog]

目   }

LH  H

「塩」 「箱」

cf. /sokom-i/

   [sogomi]

目 l

LLH

「塩が」

/s・k・mth6勾/

[sogomthog]

口  l

LL  H

「塩入れ」

42)00十 〇〇

/ChE・ ・ノ+/pathi/

[t∫hεso]+【pathi]

目  ll

HL  LH

「野 菜 」  「畑 」

40)00+0

/kaser/+/kh・ 勾/

[kasil]+【khogl

日  1

LH  L

r秋」  「豆 」

/kasir-i//khog-i/

[kas垂ri】

1口

LLH

「秋 が」

[kho可i]

 目

/kasirkh・ η/

依asi正kh・ η1

ii i

LL H

「秋 の豆 」

ef./kas}rkhoη 一i/

[kas垂lkho勾i]

ii ii

LL LH

「秋の豆が」

LH

「豆 が」

43)00十 〇〇

/puk幻oη/+/切oηwgn/

[puk'jgη]+【 切9勾wgn]

i I  II

H L   LH

「北京」  「病院」

cf./plgow。n―i/

 [切9ηweni]

1 目

L LH

「病院が」

一183一

41)00十 〇〇

/hankuk/十/saramノ

[hagguk]+[saram]

l l  日

H L  HL

「韓 国1  「人 」

/hankuksaram/

Chagguksaram]

i i ii

L LHL

「韓国人」

44)00十 〇〇

/janpjan/+/t8hak/

[jambjan]+[teflak]

l l 目

L H  HL

「延辺」  「大学」



/ch6sopathi/

[tfhesobathi]

illi

LLLH

「野 菜 畑 」

45)00十 〇〇

/sokhs/十/uthi/

[sokhε]+[uthi]

i i ii

LH  LH

「綿 」 「服 」

/sokh6uthi/

[sokheuthi]

1 日l

LLLH

「綿 入 り」

/pukkjo勾 切gowon/

[puk'jo加jo勾won]

i ii

L L LH

「北京病院」

cf./puk幻oη 向oηwori/

  [puk'jo勾bjgηwgnij

i i i i

L L LLH

「北京病院が」

46)00十 〇〇

/nampaη/+/壬msik/

[nambao]+[imgik]

i i i i

L H  LH

「南方」  「料理」

cf. /imsik-i/

  [㎞gigi]

  i ii

  LLH

  「料理が」

/nampaOimsik/

[namba㌍nGik】

[ 口 l

L LLH

「南方の料理」

cf./nampaη 垂msik'i/

  [nambao垂mGigi】

1―1目

LLL LH

「南方の料理が」

 .,

/janpjantEhak/

[jambjandefiak]

i i ii

L L HL

「延 辺 大 学 」

47)00十 〇〇

/sokom/+/caηsi/

[sogom]+[tfag6i]

目   【l

LH   HL

「塩 」  「商 人」

/sokom-i/

 [sogomi]

iii

LLH

 「塩 が」

/sokomca可si/

[sogomd3aogi】

口  ll

LL  HL

「塩 売 り」



48)00十 〇〇

/magyr/+/cha◎k'・/

㎞ail]十[tfhar〕k,01

ii  i i

LH  L H

「村」  「倉庫」

cf. /mair-i/

   [magi]

iii

LLH

r村 が 」

/mairchagk'6/

【ma垂lt∫haηk'・]

口 l l

LL L H

「村の倉庫」

51)00十 〇〇〇

亙爵0/+/macan/

【ilt'垂0]+[mad3ari]

ii  i ii

HL  L HL

「一等 」  「阿 呆J

/irt'均mocgri/

[ilt'均mod30ri]

ii iii

LL LHL

「大馬鹿者」

49)00十 〇〇

/kaser/+/param/

口(as垂1】+[param]

 目  ll

LH  LH

 「秋 」  「風 」

/kas垂rparam/

医as壬lp'aram1

口 口

LL LH

「秋風」

c£ ノkasirparam・ ガ

  [kasilp'arami]
口 ll―

LLLLH

 「秋風が」

52)00十 〇 〇 〇

  /kamce/+/cicimi/

  [kamd3e]+[tfid3imi]

  l  l l【l

  H  L LL H

  「じゃが 芋 」 「チヂ ミ1

/kamcecicimi/

[kamd3ed3id3imi]

1 1― 口

L L LLH

「じゃ が 芋 の チ ヂ ミ」

so)oo十 〇〇〇

/sachunノ+/sinui/

[satfhun]+[�nui]

i i  iii

HL  HLL

「い と こ」 「義 女市」

/s當hunsinui/

[satfhun�nui]

I lI目

L LHLL

「義理のい とこ」

53)00十 〇〇〇

/pukkj ar/十/kamutan/

 [puk'j oO]+[kamudan]

f l  I II

HL  L LH

「北 京 」  「歌舞 団 」

/puklq。 ηkamutan/

[puk'joηgamudan】

i i i ii

L LL LH

「北京歌舞団」
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54)00十 〇〇〇

/sine/+/ch(5ηkεki/

[gins]+[tfhongEgi]

ii  i ii

LH  H LL

「都会」 「若者」

/sin6ch(沁kεki/

[¢inεt∫hoη9εgシ

ll l 目

LLH LL

「都会の若者J

57)00十 〇〇〇

/fankir/+/cupiwon/

[jargil]+[tfugiwan]

l l  I口

L H  LLH

「延 吉 」  「漢 方 医 院 」

cf./cuoiwon'i/

[t∫U◎iwgni]

 目 目

 LLLH

  「漢 方 医院 が」

加nkircuηiw。n/

[jaggild3ugiwan]

1 【 目l

LL LLH

「延 吉 漢 方 医 院 」

55)00十 〇〇〇

/n・ηch6n/+/mat疥・/

[noηt∫hon]十[madamε]

i i  i i

L H  LHL

「農村」   「伯母」

/n・ηch6㎜at6・nε/

[n・O可h・㎜adamε]

1 【 口 【

L L LHL

「田舎のおばさん」

58)00十 〇〇〇

/urair/+/horepi/

[ma}1】+【horεbi】

il l口

LH  HLL

「村 」  「男 や もめ 」

/ma…r・y

[mairi]

 目}

 LLH

   「村 が 」

/mairhorεpi/

㎞a垂1且orεbi]

 目1―[

LLHLL

「村の男やもめ」

cf./pukkj。 ηkamutan・ シ

[puk'jaggamudani]

[ l l 口i

LL LLLH

 「北 京 歌 舞 団 が 」

56)00十 〇〇〇

/wekuk/+/paηmurkwan/

[weguk]+[pagmulgwan]

ii  i i i

LH   L L H

 「外 国 」   「博 物 館 」

/wekukpaηmurkwan/

[we9晦'agmulgwan]

目  l l l

LL L L H

「外国の博物館」

59)00十 〇〇〇

/magyr/十/nakne/

[mail]+[nagillε]

lI l目

LH  LHL

「村1  「お つ さん」

/ma垂makh1ε/

[mailnag壬nε 】

 1― 口l

LLLHL

「村のお つさん」
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C£ 加nkircugiwon-i/

匂oηgild5uηiwgni]

l l l口1

LLLLLH

「延 吉 漢 方 医院 が 」

60)00十 〇〇〇

/kEin/+/wisεoso/

[kEin】+[wisε 可S・]

1[  口 l

LH  LLH

「個人」「医院」

cf./ksin・i/

  [kεini】

旧

LLH

「個人が」

ノkεinwisε 卵oノ

[kεinwisε ηso]

目 目 ―

LLLLH

「私営医院j

61)00十 〇〇〇

/rovjan/+/janchurtan/

[ronjand+[jantfbuldan]

口    lI

LH

「老年」

/ronjan-i/

[ronjani]

1日

LLH

「老 年 が 」

L LH

「演出団」

/janchurtan-i/

[jantfhuldani]

】 1口

L LLH

「演出団が」

/r・切 。功 ・nchurtaが

[ronjanjantfhuldan]

 i i  i

LL L LH

「老年演出団」

cf. /ronjanjanchurtan-i/

 [ronjanjantfhuldam]

  1目  口 【

  LLL LLH

  「老 年 演 出 団 が 」

62) 0十 〇〇十〇〇〇十〇〇十〇〇

/c凬m+/c6ηpu/+/pahko夏}sir/+/ch6caη/+/p﨎a/

[tfu】+[t∫∈)ηbu]+[paηgoηgil]+[tfhad3ar〕1+[pisa]

 i  i i  i i     i i   ii

HHLLLH HLHL

「州」  「政府」  「事務室」  「室長」  「秘書」
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/c昱痊}pupankogs叝ch當ar}P{so/

[t∫ud50其 〕bubar}go耳 〕輅ltfhad3a耳}biso】

lI l【 [ 【 [ i目

LLLLLLLLHL

「州政府事務室室長の秘書」

3.2.成 鏡 道方 言(Ramsey 1978)の 複 合 語 ア クセ ン ト規 則 との対 照

 3.1で 述 べた延辺朝鮮語の複合名詞のアクセン ト規則は、成鏡道方言の複

合語アクセ ン ト規則 の25と 一致する。複合規則 の1は 現在の延辺朝鮮語 にはあ

てはま らない。Ramsey 1978に おける複合規則1の 語例 の一部は延辺朝鮮語で

も確認 できるが、 これ らは語彙的に固定 された もので あ り、生産的ではない。

4.借 用 語 のア クセ ン トについ て

 延辺朝鮮語は現在 同時に、中国語及び韓国語6と 接触 している。 こ ういった異

なる韻律 体系 を持 つ言語か らの借用語に、 どの よ うにア クセ ン トが付与 されて

い るのか は興味深 い問題である。以下では、借 用語 のアクセ ン ト付与 を観察す

ることによって、延辺朝鮮語のアクセン トについてのよ り本質的な解 明を試み

る。

5Ramsey(1978:134・142)は 複 合 語 の ア クセ ン ト規 則 につ い て 、 次 の よ うに 述 べ て い る;

複 合 規 貝―」1.

 アクセン トのある1モ ーラ名詞 と、初頭(或 いは唯一の)モ ーラにアクセ ン トがある名

詞か らなる複合語では、第2要 素のアクセン トが消去 され る。

複合規則1.

 アクセン トのある1モ ー ラ名詞 と、初頭(或 いは唯一の)モ ーラにアクセン トがある名

詞か らなる複合語では、第2要 素が[+主 要剖 とい う特徴を持たないかぎり、その(第2要

素)の アクセン トは消去 される。

複合規則2.

 複合語の構成要素である名詞のアクセン トは、一番右のものを除いて、全部消去 される。

この規則 は複合規則1の 後に、離接的に(1が 適用 されない場合 に)適 用 される。

複合規則1".

 アクセン トのある1モ ー ラ名詞 と、初頭(或 いは唯一の)モ ーラにアクセン トがある名

詞か らなる複合語では、第2要 素が[+主 要部}とい う特徴を持たないかぎり、その(第2要

素)の アクセン トは消去 される。なお、その第2要 素が1モ ーラである場合、この規則は

義務的であ り、2モ ー ラ以上である場合は随意的である。
6ソ ウル方言 をもとにした韓国の標準語を指す。

 ..



4.1.韓 国語 か らの借 用語

   延 辺 朝鮮 語

6 3) a.  /s'aun�/

[s'aura]

 iii

 LLH

b.  /khanat�/

  [khanada]

1口

LLH

c. /s'apisi/

  1s'∈)bls蚤」

目I

LHL

d.  /ros'iaノ

  [ros'ia]

目l

LLH

韓国語

[s'auna]

目i

HHL

[khsnada]

目I

HHL

【S'gbis封

ロ ―

HHL

[rosia]

 ii

LHL

「サ ウナ 」

「カ ナ ダ 」

「サ ー ビ ス 」

「ロ シ ア 」

 このよ うな外来語 のみ な らず 、韓国語か らの借用語は、原語(韓 国語)の ピ

ッチパ ター ンに従 わず 、全体的に尾高型になる傾 向が強い。 こ ういったことは

尾高型が延辺朝鮮語のアクセ ン トのdefault型 であることを示唆 している と思

われ る。

4.2,中 国語 か らの借 用語

 中国語 を借用す る際、延辺朝鮮語はその原語 にお ける声調の連続 が何 らかの

prominenceの パ ター ンを示す もの として認識 され、それ をもとに、借用語への

アクセ ン トが付与 され ると考 えられる。

規則1:ア クセ ン トを付与す る際は四声あるいは一声、次に二声 、その次に三

声を持つ音節 に対応す る音節にアクセ ン トを付与す る、とい う優先順位 で行 う。

三声+軽 声 とい う組み合 わせ以外は軽声に対応す る音節 にアクセ ン トが付与 さ

れることはない。
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64) 声調

 a.3十4十37

b.3+1

c.1+2

d.4+3

e.3+0

 中国語

ximiannai

erji

xifu

diannao

gizi

 延 辺 朝 鮮 語

/S,imε 皿 ε/「洗 顔 フ ォ ー ム 」

[6'imgnnE]

 ― 口

LHL

/arc'i/ 「イ ヤ ホ ー ン 」

[altJ"il

i i

LH

/s'i血/「 ス ー ツ 」

【9'if司

ii

HL

/t'εnno/「 コ ン ピ ュ ー タ 」

[t'Enno]

ii

HL

/chic'シ 「栓 抜 き 」

【t∫hit∫,}]

 口

LH

規 則21四 声 あ る い は一 声 が2つ 以 上現 れ た り、 四声 と一 声 が 混在 した りす る

場 合 は、語 末 に一 番 近 い 四声 か一声 に対応 す る音 節 にア クセ ン トを付 与す る。

65)a.4+4  shangke   /s'aηkh6/「授業」

[S'aηkh・]

 i i

             L H

b.4+1  mianbao    /menpo/「 パン」

[membo】

 ii

                 L H

規則3:二 声が2つ 連続す る場合は、左側の二声 を持つ音節 に対応す る音節 に

アクセ ン トを付与す る。

7数 字1 、2、3、4、 で 中 国語 声 調 の 一 声 、 二 声 、 三 声 、 四 声 を 、

相 対 的 な調 値 は ― 声55、 二 声35、 三 声214、 四 声51と され る。

0で 軽声を示す。
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66)2-1-2 gipaor /ch{phor/「 チ ャ イ ナ ドレス 」

[t∫hiphol]

i i

HL

同 じ一 声 か 四声 が 連続 す る場 合 、あ るいは ほぼ相 当す るprominenceが 連 続 す

る場合(一 声 と四声の混在)、 ○○型の借用語が圧倒的に多 い。 こうい つた現象

に よ り、こ こで も、尾 高 型 が延辺 朝鮮 語 のア クセ ン トのdefault型 で あ る こ とを

確 認 で きた 。

一   --.∋-
b.示Pロ 簡

 以上において、延辺朝鮮語のア クセ ン トパターン と韻律パ ター ン、また複合

名詞 と借用語 のアクセ ン トを観察 した。それに よ り、複合名詞 ア クセ ン トの無

標 の付与位 置が最右要素で あることが明 らかになった。 さらに、尾 高型 が延辺

朝鮮語のdefault型 であることは、中国語や韓国語 か らの借 用語へのアクセ ン ト

付与によって、傍 証 され た。単純語 も複合語 も同 じ規則に従つて、それぞれ ア

クセン トの配置が行 われていることも確 かめられ た。
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Accent of Yanbian Korean in China

Youngmae Park

Abstract

    Approximately a million Koreans reside in the Yanbian Korean 

Autonomous Prefecture in Yanbian, China. Based primarily on the 

observation made in the capital city Yanji (of Yanbian), I attempt to describe 

the local Korean accent system synchronically, and clarify the following 

points at issue in this paper.

1. Yanbian Korean is a pitch-accent language. The total number of

phonological accent patterns for any noun of n syllables is equal to 

n+1, but the number of phonetic pitch patterns for any noun of n 

syllables is equal to n, for phonologically unaccented pattern 

 0  ...  OO and rightmost accented pattern 0...00 are realized as 

the same phonetic pitch pattern as L...LH.

2. The rightmost accented pattern 0 ... 0 0 is the default one in 

  Yanbian Korean.

3. The accent of the compound noun is predominated by the rightmost 

  elements. That is to say, only the accent of rightmost element is 

  maintained, while those of all the others are deleted.

4. What is possible to say is that the accents of simple word and 

  compound noun are predominated by the same accent law.
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